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防災・減災のための地図の活用と人材育成
－東日本大震災を教訓として－



概 要

東日本大震災における大規模な津波や地盤の変動による甚
大な被害は、それぞれの地域の地形や土地利用などの状況
を地図を用いて的確に把握していれば、かなり軽減できたと
思われる。本公演では、そのような地図を利用する力すなわ
ち「地図力」について紹介し、それを高めるための教育と人材
育成について述べる。使用する地図は、
・原口強、岩松暉(2013)：東日本大震災津波詳細地図改訂
保存版、古今書院．

・国土地理院：5万分1地形図、2万5千分１土地利用図
・宮城県復興まちづくり事業カルテ



原口・岩松の津波詳細地図（北上川河口付近）



原口・岩松の津波詳細地図（前図を拡大）



原口・岩松の津波詳細地図（横川付近）











原口・岩松の津波詳細地図（石巻）







原口・岩松の津波詳細地図（仙台付近）



国土地理院2万5千分1土地利用図(1992年)



国土地理院2万5千分1土地利用図(1992年)




